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７.２ 　作業結果の発注者への報告 

関係規程：法第18条の23第１項　／　法施行規則第16条の16　／　施行通知　／　国マニュアル「２.２.12.⑴」 

 

特定工事の元請業者は、特定粉じん排出等作業の完了後に発注者へ作業結果を報告し、その写し

を保存する必要があります。 

 

 

 

 

報告方法 書面（電磁的記録による報告も可） 

報告時期 特定粉じん排出等作業完了後の遅滞ない時期 

報告事項 

●特定粉じん排出等作業が完了した年月日 

●特定粉じん排出等作業の実施状況の概要※1 

●除去等の完了の確認者の氏名及び確認者が必要な資格を有することを明らかにする

事項（受講した石綿作業主任者技能講習の講習実施機関の名称、一般社団法人日本

アスベスト調査診断協会に登録された者については、その旨） 

写しの 

保存期間 
特定工事が終了した日から３年間（電磁的記録による保存も可） 

 

※１　「３.３　調査結果の発注者への説明」で説明したとおりに除去等作業を完了したか否か、

説明と異なる対応を行った場合や異常が発生した場合はその内容等を報告します。また、必

要に応じて、作業状況の実施状況を確認できる写真等を用いて報告します。 
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特定粉じん排出等作業完了報告書（例） 

 

※本様式は本マニュアル表紙のURL先からダウンロードできます。 
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その他、以下の書類を添付します。 

●作業状況の実施状況を確認できる写真等 

 

 

関係書類一式（例） 
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